
【学校教育法施行規則第１０３条の２】高等学校における三つの方針 
 裏面 育成を目指す資質・能力に関する方針（グラデュエーション・ポリシ－） 
 ※１ 教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー） 
 ※２ 入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー） 

県立春日部高校 ≪活性化・特色化方針（スクール・ポリシー）≫ 

課程 定時制 学科 普通科 
R5.5.1 

生徒数 

(男) ７５ 

(女) ５５ 
計 １３０ 

アクセス 東武アーバンパークライン（野田線）八木崎駅徒歩１分 ※急行、区間急行は停車しません。 

＜目指す学校像＞ 

 基礎学力を身に付け、人権尊重の精神を養い、一人ひとりの生徒が生き生きと学び合う学校 

＜教育課程等＞※１ 

 生徒一人ひとりに最適な、「わかる」を目指した授業を展開していきます。 

（１）基礎学力の定着を目指して、個々の学習状況、達成度に応じて丁寧な指導を展開します。 

（２）数学・英語は少人数、習熟度やティームティーチングなどの授業を行い、「わからない」を解消し

ていきます。 

（３）希望者に対して「基礎講座」や「進学対策講座」を実施しています。 

（４）総合的な探究の時間では、高校生活を自律的に送れるように、学年進行でそれぞれの課題に取り

組み、自ら学ぶ力の育成を目指しています。ICT を活用して調べる力、発表する力を育てます。 

＜本校が求める生徒＞※２ 

 学ぶ意欲のある生徒 

 勉強の「やり直し」をしようと考えている生徒  

 主体的な判断のできる社会人を目指す生徒 

＜学校行事＞ 

 春高祭（文化祭・６月）は全日制と合同で実施します。生活体験作文に全校的に取り組みます。 

体育祭、球技大会、百人一首大会は体育館で実施します。修学旅行は３年次に実施しています。 

＜部活動＞ 

 運動部５部（陸上、サッカー、バスケットボール、バドミントン、卓球）とボランティア部があり、

定通総体など全国大会を目指して練習・活動しています。 

 令和３・４年度には陸上部が全国大会に進出しました。 

バスケットボール部は令和４年度新人大会で準優勝をしました。全国大会にあと一歩です。 

＜家庭・地域との連携＞ 

 生徒会役員、ボランティア部員を中心に各学期に１回、学校周辺や校内のごみを収集する「クリーン

アップ」活動を実施しています。 

 保護者の皆さんからは、生徒の育成のために PTA 活動などを通して様々な面での応援をいただいてい

ます。 

進

路 

R5.3 

卒業生 
四大 ４人 短大 ０人 専門 ４人 就職 ２０人 

傾向 

 例年、卒業生の半数程度がハローワークを通した就職を希望し、正社員として採用され

ています。１学期末からのハローワークの学卒担当者との面談や本校の教員による履歴

書指導、面接練習を経て、就職試験に臨みます。努力の甲斐あって、納得のいく成果を得

ています。 

 進学希望者は総合型選抜（AO 入試）や学校推薦型選抜（推薦入試）を中心に合格して

います。進学補習等で力をつけ、一般入試に挑戦する生徒もいます。 

 



　

　

県立春日部高等学校（定時制の課程）
育成方針

基礎学力を身に付け、人権尊重の精神を養い、一人ひとり生き生きと学び合う学校

〇　正しい職業観を身に付ける
○　卒業後の進路の実現に向け、小論文を書ける
　ようになり、面接でしっかり受け答えができる
○　部活動、学校行事ではリーダーとして下級生を
　指導できる
○　地域社会の一員として、地域に貢献できるため
　の準備をする

○　部活動、学校行事では努力すべき諸課題を明
　らかにし、部活動の大会等での成功体験を積む
○　自らの将来の進路について明確化し、勉強する
　意義やその方法を知る
○　周囲の人々に思いやりを持ち、利他の心を育む
〇　社会常識に触れる機会を増やし、大人としての
　行動がとれるようにする

○　働きながら学ぶ経験をとおして、礼儀、責任感を
　身に付け、勤労の大切さを理解する
○　将来の職業について考え、それに関する知識を
　得る。
○　部活動、学校行事に積極的に参加し、努力する
　ことの大切さを知る。

○　規則正しい生活を送り、登校の習慣を確立する
〇　自己の行動を律する力をつける
○　授業をしっかり受け、自分で学習する習慣を
　身につける
○　食事をきちんととり、自らの健康を管理をする
○　部活動、学校行事に参加し、協力してやりと
　げる体験をする

二年

一年

四年

三年

県事業

◆ 学習サポーター
（数学・情報）：
大学生による学習支援
（少人数の授業におい
て個々の生徒への個別
指導）

◆ 多文化共生推進員
の配置：
日本語の理解が十分で
ない生徒への支援（授
業・始業前）

食育

◆ 栄養士が献立を考

える自校給食
：栄養バランスに優れ
た食事

◆ 友達や先生との食
事時間

：仲間意識、コミュニ

ケーション能力の育成

教育相談
◆ スクールソーシャル
ワーカー（拠点校）
：福祉との連携・公的
支援機関との連携

◆ スクールカウンセ
ラー
：カウンセリングによる
心理支援

◆ 特別支援コーディ
ネーター（春日部特別
支援学校）による支援

★個別

最適化

教育

☆一人ひ
とりの「学
び」を大切
にする教
育

①基礎学力の定着を
目指ながら、個々の
学習状況、達成度に
応じて丁寧な授業を
展開します。

②数学・英語は習熟
度別授業やチーム
ティーチングなどの
授業を行い、「わか
らない」を解消して
いきます。

③希望者に対して
「基礎講座」や「進
学対策講座」を実施
しています。

④総合的な探究の時
間では、自らを知り、
自ら学ぶ力の育成を
目指しています。ICT
を活用して調べる力、
発表する力を育てま
す。


